
めざす姿

　●農業・商業・工業等の連携により産業が活性化し、まちの活力が高まります。

　●市内での就労人口や交流人口が増加し、市内がにぎわいと活気に満ちています。

戦略を構成するプロジェクト事業費の推移　　　　　　　　　　　　　

＜２９年度の方針＞

59,196

(246,979)

17,697

196,909

31,45425,678

実績 予算額

千円

千円

千円

千円34,617

49,910

千円

千円

H27年度 H28年度 H29年度

88,562

(246,979)

29,151

備　考

◆成果指標２Ａ－１　（産学官・産業間連携の）プロジェクトによる新アイテム開発取組数（累計）（単位：件）

初期値

産業間連携等による産業の活性化

農業と第２次産業・第３次産業と
の連携による広域的な展開

２Ａ

(249,189)

千円

千円

年度～ 平成 30 年度

 総務部、企画政策部、健康福祉部

(単位：千円)

主管部局 経済部 関係部局

96,434

46,176

32,114

千円

雇用の創出と人材育成の支援

千円２Ｂ

【平成２９年度　えべつ未来戦略推進計画書】

 戦略２　えべつの将来を創る産業活性化

計画期間 平成 26

計

２Ｄ

千円２Ｃ

千円

(249,189)

115,107

(702,592)

(702,592)

4,902

千円

203,875

千円地域資源の活用による観光の振興 千円

 戦略プロジェクト２Ａ　産業間連携等による産業の活性化

【プロジェクトの目標】
　それぞれの産業や企業単独ではなく、江別市の特徴的な取組である産学官連携・農商工連携を強化し、多様な主体が
連携して地域に根差した産業集積をはかるとともに、大学・研究機関に恵まれた江別市ならではの知的資源や学生の力
を活かした産業の活性化をめざします。

Ｈ29年度

2 3

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ30年度

50

　戦略プロジェクト２Ａ「産業間連携等による産業の活性化」は、引き続き産学官連携や農商工連携の強化を図って
いくほか、地域に根差した商店街やコミュニティづくり、大学・研究機関を活かした産業の活性化を目指しており、
以下のとおり事業を進めていく。
◆推進プログラム①「市内企業等が主体となったネットワーク構築の支援」では、連携した取組へつながるよう、経
済活動広報事業により市内の産業や企業を市民に広く周知するとともに、商工業活性化事業と江別経済ネットワーク
事業を継続し、新製品開発・新ビジネス創出の支援と農商工、産学官の連携強化を図る。また、一定程度効果が出て
いる商工業活性化事業を継続していく。
◆推進プログラム②「マーケティングの視点に基づいた産業振興」では、「食を軸とした地場産品販路拡大支援事
業」を中心に、試食評価相談会の開催やテストマーケティング販売の機会の提供等により、商品の高付加価値化や販
路拡大のノウハウを持つ事業者の育成を進めていく。
◆推進プログラム③「地域に根差した商店街の魅力づくりの支援」では、地域課題の解決を目的としたコーディネー
ターを常設し野幌商店街の再編整備の促進を図るほか、商店街コミュニティ活動の啓発セミナーを実施し多様な主体
の参入によるコミュニティーの場としての商店街の活性化を図る。
◆推進プログラム④「大学・研究機関との共同研究の推進」では、食の臨床試験に関する支援を行うことにより、市
内中小企業等における機能性食品の開発促進を図る。

目　標

※（　　）は他戦略との重複分
※H28年度はH27年度補正前倒し含む
※H27・28年度は完了した事業の金額も含む

名　　　　　称

戦略2(計画書)-1



◇推進プログラム２Ａ－①　市内企業等が主体となったネットワーク構築の支援

＜課題＞ ＜取組の概要＞

◇推進プログラム２Ａ－②　マーケティングの視点に基づいた産業振興

＜課題＞ ＜取組の概要＞

◇推進プログラム２Ａ－③　地域に根差した商店街の魅力づくりの支援

＜課題＞ ＜取組の概要＞

2社1

70 件件 70

21

総合特区推進事業
【重複】２Ａ－④

野幌駅周辺地区商店街活性
化促進事業

相談件数 137

事業費

○地域の特性を活かした商店街の魅力づくり
○高齢者や学生、地域住民など多様な主体や様
　々な世代の交流による商店街の活性化

・学生や地域住民、高齢者によるコミュニティ活動等の商
　店街への参入促進（商店街への参入促進のため、各種支
　援制度や成功事例を紹介するセミナーの開催、希望者へ
　の相談・支援の実施）
・魅力あるテナントの誘致など商店街活性化に向けた取組
　を支援（商店街の要請により出店したテナントの出店経
　費に対する補助、地域課題解決のためのコーディネータ
　ー配置）
・商店街の活性化を目的としたイベント等への支援

事務事業

1 社社食関連企業の新増設数

○市内にある大学・研究機関のほか、多様な事業
　者の有利性を活かす

・市内の経済活動や産業の市民や企業へのＰＲによる連携
　のきっかけ作り
・農商工、産業間連携等による新製品開発・販路開拓の支
　援により産業を活性化
・地域産品開発プロジェクトの立ち上げ、情報提供
・研究成果発表の機会の増加による異業種間連携強化
　（新製品開発に係るＰＲ、試食会の支援等）

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算) 備　考

経済活動広報事業
広報した産業・企業数 6 件 12 件 12 件

事業費 900 千円 900 千円 4,230 千円

商工業活性化事業
補助金の活用件数 21 件 24 件 21 件

150

事業費 2,971 千円 9,320 千円

千円

4,660 千円

江別経済ネットワーク事業
例会参加者数 306 人 150 人

Ｈ29年度(予算) 備　考

人

事業費 204 千円 679 千円 223

事業費 1,785 千円

○商品の高付加価値化や販路拡大のノウハウを
　持つ事業者の育成

・商談会等による販路拡大のほか、道外、海外への出店
　に対する一体的な支援
・江別産農畜産物を使った加工品の開発
・成果発表の機会と協賛企業の掘り起し
・製品試作企業を掘り起し、商品化コーディネート、マー
  ケティング調査

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算)

件

30 社食を軸とした地場産品販路
拡大支援事業

商談会・催事出展企業数 30 社 30 社

553

－ 千円 － 千円

千円0 千円

件 21商工業活性化事業
【重複】２Ａ－①

補助金の活用件数 21 件 24

例会参加者数 306 人 150 人

事業費 － 千円

150 人

事業費 － 千円 － 千円 － 千円

江別経済ネットワーク事業
【重複】２Ａ－①

事業費 － 千円 － 千円 － 千円

指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算) 備　考

事業費 4,944 千円 7,308 千円

件

誘致件数 0 件 1 件 1 件

6,454 千円

商店街参入促進事業

セミナー参加者数 50 人 50 人 50

500 千円

参入相談件数 4 件 2 件 2 件

人

補助金の活用件数 21 件 24 件

337 千円 750 千円

件

事業費 － 千円 － 千円 － 千円

商工業活性化事業
【重複】２Ａ－①

H28事業費は
H27補正前倒し

千円473
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◇推進プログラム２Ａ－④　大学・研究機関との共同研究の推進

＜課題＞ ＜取組の概要＞

＜２９年度の方針＞

◇推進プログラム２Ｂ－①　「食」の付加価値を高める産業の集積

＜課題＞ ＜取組の概要＞

H28事業費の一部
はH27補正前倒し

6,500 千円2 社 1 社

・連携強化と自立的な運営に向けた仕組みづくり
・食の臨床試験に関する支援
・既存補助金の利活用による産学連携の取組支援

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算) 備　考

総合特区推進事業
食関連企業の新増設数 1 社

事業費 14,537 千円

○ネットワークの活力向上
○連携強化の仕組みづくり

5,524 千円 12,531 千円

◆成果指標２Ｂ－１　えべつの農産物加工品認定数（累計）（単位：件）

初期値 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 目　標

0 5 7

○企業立地を推進するための江別市の魅力付け
○企業間連携を図るための企業情報の収集・ＰＲ

・企業ガイド等の作成、更新などによる市内企業のＰＲ
　と企業間連携の促進
　（工業団地協同組合等との連携）
・フード特区制度や企業立地にかかる補助制度の運用に
　よる食関連企業等の立地促進
　（Ｈ26　江別市企業立地等の促進に関する条例施行）

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算) 備　考

企業誘致推進事業
立地企業・事業所数 1 社 5 社

事業費 1,740 千円 1,693 千円

件 30 件

4 社

1,516

88,572 千円

千円

補助金認定件数（累計） 24 件 27

事業費 28,795 千円 79,721 千円

企業立地等補助金

戦略プロジェクト２Ｂ「農業と第２次産業・第３次産業との連携による広域的な展開」は、江別産農畜産物の高付加
価値化やブランド化への取組を充実させるほか、条例の活用による食関連企業等の立地促進や、江別産の「食」につ
いて市外・道外への広域的な展開に対する取組を支援しようとするものであり、以下のとおり事業を進めていく。
◆推進プログラム①「「食」の付加価値を高める産業の集積」では、市内に立地する企業の連携を通して事業拡大に
つなげるため、市ホームページに掲載している「企業ＰＲガイド」によって情報発信を行い、さらに企業を訪問する
なかで掲載企業数の拡大を図る。また、「江別市企業立地等の促進に関する条例」に基づく補助制度やＲＴＮパーク
のＰＲ活動に力を入れ、引き続き食関連産業等の誘致を推進する。
◆推進プログラム②「付加価値の高い新製品開発、販路拡大等の支援」では、生産者に対し、ブランド化小麦製品の
維持・拡大に必要な小麦品種を一定程度確保するための支援や、ブランド牛の安定供給を図るための支援を行う。ま
た、江別産農畜産物を活用した加工新商品開発等に対する支援や、地域おこし協力隊（６次産業化支援員）による都
市と農村の交流センターを活用した商品開発等の支援を行う。

22

 戦略プロジェクト２Ｂ　農業と第２次産業・第３次産業との連携による広域的な展開

【プロジェクトの目標】
　江別市の基幹産業の一つである農業が、第２次産業・第３次産業と連携して実施する江別産農畜産物の高付加価値化
の取組や立地環境を活かした食関連産業の集積を図るとともに、江別産の「食」について市内・道内はもとより道外・
海外といった広域的な市場ニーズに合わせた販路拡大への取組などを支援します。
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◇推進プログラム２Ｂ－②　付加価値の高い新製品開発、販路拡大等の支援

＜課題＞ ＜取組の概要＞

交流センター利用者数 － 16,100 人

品目 2

－

品目

H28事業費は
H27補正前倒し

2,640 千円

○市内企業の海外進出はごく一部に限定的
○海外展開のリスクに耐えられる企業の体力づくり強
　化
○ブランド品を維持・拡大するための支援
○市内外への継続的なＰＲ
○需要を伸ばすための支援
○加工品開発のノウハウ等支援
○農畜産物の高付加価値化
○販路拡大等の支援
○６次産業化・グリーンツーリズムの推進
○海外展開支援

・広報等メディアの活用や市民農園見学会等の開催を支援
・生産者と実需者との意見交換
・消費者向けイベント等の開催を支援
・江別産農畜産物を活用した商品化の支援
・加工品フェア等の開催を支援
・消費者と生産者の相互理解の場の開催を支援
・加工品製造者や生産者による研修会開催等を支援
・指導機関等のセミナー情報等を提供する
・地域のブランド品表示等の支援
・地域ブランドの一覧表を作成し一体的にＰＲ
・商談会への出展等の支援
・都市と農村の交流センターを活用した商品開発等の支援
・関係機関等と連携した商品ＰＲの実施などによる海外販
　路開拓支援
・輸出補助金

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算) 備　考

事業費 992 千円 0 千円

人

イベント参加者の満足度 90 ％ 80 ％

1,800 千円

都市と農村交流事業

529,000 人

％

グリーンツーリズム関連施設の利
用者数

528,866 人 486,000

千円事業費 3,090 千円 0 千円

社

千円

1

千円 － － 千円

1,617

総合特区推進事業
【重複】２Ａ－④

食関連企業の新増設数 1 社 2

－

江別産農畜産物ブランディ
ング事業

特産品の認知個数 2 品目 2

６次産業化支援事業

事業費

社

事業費

H29から指標を変
更

テストキッチン利用者数 － －

千円－

人1,100

千円 2,929 千円

H28事業費は
H27補正前倒し

1,800 千円

80

2,708
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＜２９年度の方針＞

◇推進プログラム２Ｃ－①　企業誘致のための条件整備

＜課題＞ ＜取組の概要＞

備　考

Ｈ30年度

【プロジェクトの目標】
　「働きたいまち・えべつ」・「企業が立地したいまち・えべつ」をめざして、企業にとって魅力的な立地環境を整備
するなど、企業立地の促進による雇用創出と、企業が必要とする労働力を確保するための就労支援・人材育成に一体的
に取り組みます。

◆成果指標２Ｃ－１　市内企業へ就職した市内の新卒者数（高校・大学）　（累計　単位：人）

初期値 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

 戦略プロジェクト２Ｃ　雇用の創出と人材育成の支援

目　標

55 111

159

25045

○新たな補助制度の周知
○工業用地の確保
○年度途中からでも待機することなく保育園に入
　園できる体制の整備
○多様な保育（子育て支援）ニーズへの対応

・企業立地の補助制度のＰＲによる企業立地の促進
・企業誘致のための新たな工業用地の確保
・待機児童解消の推進（子ども・子育て支援事業計画
　に基づき民間事業者への支援を行い、教育・保育提
　供体制を拡大）

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算)

待機児童解消対策事業
【重複】３Ａ－①

入所できた児童数 76 人 97 人 人

事業費 (113,219) 千円 (165,706) 千円千円 (249,189)

企業立地等補助金
【重複】２Ｂ－①

補助金認定件数（累計） 24 件 27

事業費 － 千円 － 千円

件 30 件

－ 千円

戦略プロジェクト２Ｃ「雇用の創出と人材育成の支援」は、企業立地による雇用の創出や大学生等の就職支援のほ
か、就職相談や情報提供等による就労支援や、福祉分野での人材育成にも取り組もうとするものであり、以下のとお
り事業を進めていく。
◆推進プログラム①「企業誘致のための条件整備」では、「江別市企業立地等の促進に関する条例」に基づく補助制
度やＲＴＮパークのＰＲ活動に力を入れ、引き続き食関連産業等の誘致を推進する。
◆推進プログラム②「潜在労働力の掘り起こし」では、働きたい女性のための就職支援事業により、潜在労働力の掘
り起こしを進める。このなかで、座学研修と職場実習を組み合わせた取り組みにより企業が必要な労働力の確保を図
る。また、障がい者の就業に関する相談や定着支援を行うほか、障がい者就業に係る企業の相談や支援も行うことに
より、障がい者の雇用の場の確保を図る。
◆推進プログラム③「産業の担い手の確保、人材育成の支援」では、市内大学の学生を対象とした有給インターン
シップ等就職支援事業、市内高校の生徒を対象とした高校生就職支援事業などの実施により人材育成を支援するとと
もに、市内企業への就職意識を高め、地元への就職を促進し、産業の担い手の確保を図る。
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◇推進プログラム２Ｃ－②　潜在労働力の掘り起こし（就労支援）

＜課題＞ ＜取組の概要＞

人一般就労件数 － － 10

H28事業費は
H27補正前倒し

30,407

千円

千円人

100 人

Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算) 備　考

○市内企業の求人に対する十分な労働力の確保
○子育て等をしながら働きたい女性の課題解消

・求人企業による説明会や就職意欲を喚起するセミナー
　を併せたイベントの開催
・子育て支援施設に隣接した就職相談窓口を開設し、就
　職に向けた相談や求人情報の提供等により女性の就職
　を促進
・就職に向けた座学研修や職場実習実施による実践的な
　職務能力を備えた人材を育成し、就職を支援
・待機児童解消の推進（子ども・子育て支援事業計画
　に基づき民間事業者への支援を行い、教育・保育提
　供体制を拡大）
・障がい者の就業支援

事務事業 指　　標

人人 100

千円

－

110セミナー・イベント参加者数

9,088千円

45

－

待機児童解消対策事業
【重複】３Ａ－①

入所できた児童数 76

－千円

人 15997

事業費

21,048

就職者数 人 50 人

千円 0事業費 25,045

千円

人

障害者就労相談支援事業

年間延べ相談件数

働きたい女性のための就職
支援事業

千円

50

人

H29から指標を一
部変更

9,159

720 件

千円

件 720 件

事業費 － 千円

－
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◇推進プログラム２Ｃ－③　産業の担い手の確保、人材育成の支援

＜課題＞ ＜取組の概要＞

千円

備　考

13,992

○市内大学・高校等から市内企業へ就職する者の
　増加
○市や市内企業等で活躍する人材の増加
○大学生を市内での就業につなげる実践的な仕組
　の整備

・大学生対象のインターンシップ（就業体験）推進等によ
  る学生と企業両者への支援
・インターンシップや面接指導等による市内高校生の就職
  支援
・大学生の人材育成を目的とする市役所での長期インター
　ンシップ（実学教育）の実施
・インターンシップの効果検証と商工会議所、民間企業等
　への情報提供、啓発

人 40

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算)

人

事業費 11,364 千円 0

有給インターンシップ等地
域就職支援事業

有給インターンシップ参加学生数 40

100

2,500事業費 千円

就職希望者に対する研修等に参加した生徒のう
ち、役に立ったと思う生徒の割合

2,500

107 千円

将来、市や市内企業等で働きたい
と思う学生の割合

高校生就職支援事業

就業体験に参加した生徒のうち、意義があったと
思う生徒の割合 91 ％

市内大学等インターンシッ
プ事業

％

100 ％

413

95 ％

％

413 千円

100

事業費

100 ％

2,500 千円

％

H29から指標を一
部変更

千円

100 ％

インターンシップ参加に意義があった
と思う学生の割合 100 ％ 100

100

％

％

人

100 ％

千円13,056

45

100

H28事業費は
H27補正前倒し

千円

Ｈ29年度(予算)

千円
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＜２９年度の方針＞

◇推進プログラム２Ｄ－①　地域資源の観光への有効活用

＜課題＞ ＜取組の概要＞

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

(239,800)

 戦略プロジェクト２Ｄ　地域資源の活用による観光の振興

備　考

(430,000)

初期値 Ｈ26年度

◆成果指標２Ｄ－１　主要観光施設の利用者数（単位：人）

○市外における「江別」の認知度の向上
○大都市札幌に隣接している優位性を十分に活かす
○市外への継続的なＰＲ
○江別の特産品や観光情報等の発信

・札幌に近接する地の利を活かし、れんが・食・体験など
　多様な資源を観光プランとして、ターゲットを絞った旅
　行雑誌など効果的な広告媒体の利用による観光ＰＲ
・ウォーキングやドライブコースの紹介などによる、江別
　の魅力発信
・札幌圏を対象とした農業体験バスツアーの実施
・歴史的建造物を活用した観光・物産等のプロモーション
・地域おこし協力隊を活用した地域資源を活かしたＰＲ活
　動、イベント事業等のサポート、各種団体が行う事業の
　コーディネート
・江別市観光振興計画の策定

千円 －

目　標

－ －

Ｈ29年度(予算)

計画

430,000 人

千円

事務事業 指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算)

事業費 －

千円 9,699 千円 8,650

アンテナショップ来店者数（市
外）

－ 3,750 人

－

人 486,000 人 529,000 人

14,000 千円

6,524

3,750

528,866

％

【プロジェクトの目標】
　石狩川や野幌森林公園などの豊かな自然、地場産品、公共施設や歴史的建造物など、既存の地域資源を再評価し、観
光資源として有効活用するとともに、大都市である札幌市に隣接しているという地の利を最大限に活かした、江別市な
らではの観光を推進します。

　戦略プロジェクト２Ｄ「地域資源の活用による観光の振興」は、引き続き豊かな自然や地場産品れんがなどの歴史
的建造物を観光資源として有効活用するとともに、江別の魅力をホームページや雑誌などの様々な手段でＰＲするこ
とで、札幌に近いという地の利を活かし、江別ならではの観光を推進しようとするものであり、以下のとおり事業を
進めていく。
◆推進プログラム①「地域資源の観光への有効活用」では、れんが・食・体験など多様な既存資源を観光プランに反
映させ、街並みの魅力発見のための観光ルートを提供するほか、英語版観光パンフレットの作成や、江別アンテナ
ショップＧＥＴ’Ｓを活用した観光・物産等のプロモーションを行い、観光誘客はもとより、イベント事業等のサ
ポート、各種団体が行う事業のコーディネートを行う。
◆推進プログラム②「観光資源のパッケージ化」では、発掘した地域特性や魅力を観光プランに盛り込み、交通手段
別、目的別に応じた観光ルートの提案を行っている。また、江別観光協会とのさらなる連携のもと、観光パンフレッ
トほか観光宣伝物の作成や市外イベントによる観光ＰＲを展開する。

観光振興計画策定事業
計画策定数

人

千円

1

地域発見魅力発信事業

主要観光施設観光入込客数
(未来戦略策定時５施設)

181,600 人 180,000 180,000 人

(Ｈ27：6施設Ｈ28：7施設) 事業費 3,118 千円 千円5,351 千円

人

江別アンテナショップＧＥ
Ｔ’Ｓ管理運営事業

事業費

126,000 147,407
181,600

都市と農村交流事業
【重複】２Ｂ－②

グリーンツーリズム関連施設の利
用者数

イベント参加者の満足度 90 80 ％

事業費 － 千円 － 千円千円 －

430,000 人主要観光施設観光入込客数

％ 80

132,600

239,800 人

市内観光施設が
整備され、対象
が拡大したため
指標を追加

※上段は、未来戦略策定時の主要観光施設５施設の値
　下段は、未来戦略計画策定後に整備された主要観光施設を含めた６施設の値
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◇推進プログラム２Ｄ－②　観光資源のパッケージ化

＜課題＞ ＜取組の概要＞

－ 千円事業費

○札幌近隣において主流の都市型観光の促進
○個別の観光情報の提供

・発掘した地域特性や魅力を観光プランに盛り込み、交通
　手段別（車・自転車・徒歩・公共交通機関）、目的別
　（れんが・食・体験、健康等）に応じた多様な観光ルー
　トの提案
・旅行雑誌、ホームページなどの広告媒体の利用による観
　光ＰＲ

事務事業

14,000 千円

1

－ 千円

観光振興計画策定事業
【重複】２Ｄ－①

計画

備　考指　　標 Ｈ27年度 Ｈ28年度(予算) Ｈ29年度(予算)

江別観光協会補助金
観光協会事業件数 9 件 7 件

－ 千円

事業費 1,784 千円 2,647 千円 2,940

人

－

地域発見魅力発信事業
【重複】２Ｄ－①

主要観光施設観光入込客数
(未来戦略策定時５施設)

181,600 人 180,000 人

千円事業費 － 千円

239,800

千円

8 件

180,000 人

人 430,000

－

主要観光施設観光入込客数

計画策定数 －

市内観光施設が
整備され、対象
が拡大したため
指標を追加

(Ｈ27：6施設Ｈ28：7施設)

430,000 人
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